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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のユーザ端末および株取引システムと通信するサーバを含む投資システムであって
、前記サーバは、プロセッサを含み、前記投資システムは、複数の投資家が証券取引を実
行することを可能にし、前記システムは、方法を実行し、
　前記方法は、
　前記サーバが、前記複数のユーザ端末を介して、前記複数の投資家から投資指示を受信
することであって、前記投資指示は、トランザクションを記述し、トランザクションの種
類、証券、ドル額を含む、ことと、
　前記プロセッサが、前記投資指示におけるトランザクションの種類および証券によって
トランザクションを分類し、かつ、前記投資指示におけるトランザクションの種類および
証券によって純投資ドルを集計することにより、前記複数の投資家から受信した前記投資
指示に基づいて証券取引注文を集計することであって、前記証券取引注文は、証券の購入
のために利用可能な額の資金として前記集計された純投資ドルを含む、ことと、
　前記サーバが、前記集計された証券取引注文の前記資金が購入のために利用可能である
前記集計された証券取引注文における証券の割合の注文を前記株取引システムに提出する
ことであって、前記割合は、前記投資システムのソフトウェア構成によって決定される、
ことと、
　前記サーバが、前記証券の前記割合を購入するために用いられる前記集計された証券取
引注文の前記資金の額に関する情報を含むレポートを前記株取引システムから受信するこ
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とと、
　前記プロセッサが、前記集計された証券取引注文における初期に集計された純投資ドル
から前記証券の前記割合を購入するために用いられる資金の額を差し引くことにより、前
記集計された証券取引注文の前記資金の残りの部分を計算することと、
　前記サーバが、前記証券取引注文が他の証券を購入するために十分な資金を持たなくな
るまで、前記集計された証券取引注文の残りの資金が購入のために利用可能である前記証
券の割合の注文を前記株取引システムに提出するステップと、前記証券の前記割合を購入
するために用いられる資金の額を含むレポートを受信するステップと、前記集計された証
券取引注文の前記資金の残りの部分を計算するステップとを繰り返すことと
　を含み、
　前記集計された証券取引注文において分類された投資指示を有する複数の投資家に対す
る前記証券の価格は、前記証券の割合が購入された各場合における前記証券が購入された
価格の各々の重み付け平均である、投資システム。
【請求項２】
　前記ユーザ端末は、ＷＡＮを介して前記サーバと通信する、請求項１に記載のシステム
。
【請求項３】
　前記ユーザ端末は、ＬＡＮを介して前記サーバと通信する、請求項１に記載のシステム
。
【請求項４】
　前記ユーザ端末は、パケット交換ネットワークを介して前記サーバと通信する、請求項
１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記ユーザ端末は、インターネットを介して前記サーバと通信する、請求項１に記載の
システム。
【請求項６】
　前記方法は、前記システムが、前記複数の投資家の各々に対して投資口座を作成するこ
とと、前記口座を個人口座、共同預金口座、子供名義の保護管理口座、認定された個人退
職者の口座または投資クラブ口座として識別することとをさらに含む、請求項１に記載の
システム。
【請求項７】
　前記集計された証券取引注文が提出される時期は、スケジュールされた周期的な取引サ
イクルに基づいている、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　前記システムによって受け取られた資金は、口座に貸方記入される、請求項６に記載の
システム。
【請求項９】
　前記システムは、小切手、電信為替、給与総額、口座振込、または自動支払処理装置ト
ランザクションによって投資家が投資口座に資金供給することを可能にするように構成さ
れている、請求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記プロセッサは、自動支払処理装置計画資金供給ルーチンを開始するように投資家に
よってプログラム可能であり、前記ルーチンは、別の機関における投資家の口座から資金
を自動的に借方記入し、その資金を前記投資システム内の投資口座に貸方記入する、請求
項１に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記方法は、前記プロセッサが、アクティブな投資口座のためのアクティブな投資計画
を取得することをさらに含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記方法は、前記プロセッサが、各アクティブな計画を識別し、アクティブな投資注文
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指示を取得することをさらに含む、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記方法は、前記プロセッサが、投資家のスケジュール指示を評価することにより、所
与の周期的投資サイクルに参加するすべての投資家を決定することをさらに含む、請求項
１に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記方法は、前記プロセッサが、各投資家からの各証券に関する投資注文指示を集計す
ることをさらに含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記方法は、前記プロセッサが、売却実行指示および購買実行指示を評価することをさ
らに含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記方法は、前記プロセッサが、参加する各投資指示に関連付けられた手数料を計算す
ることをさらに含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記方法は、前記プロセッサが、投資指示の各投資額から前記手数料を差し引くことに
よって、証券の購入のために利用可能な資金額として用いられる純投資額を計算すること
をさらに含む、請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記方法は、スケジュールされた投資指示が１度のみの取引に関するものであった場合
には、前記プロセッサが、仲介手数料決済システムと双方向通信することにより、さらな
る投資指示を保留することをさらに含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記方法は、前記プロセッサが、アクティブな投資家の計画に関する投資指示を評価す
ることをさらに含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記方法は、前記プロセッサが、アクティブな投資指示を用いてアクティブな投資家の
口座の取引実施日の貸方残高を計算することにより、投資指示のための十分な資金が利用
可能であることを保証することをさらに含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記方法は、前記プロセッサが、サードパーティの証券見積りプロバイダから各証券の
見積り価格を取得することをさらに含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記方法は、前記プロセッサが、各証券の前記集計された証券取引注文のドル額を各証
券の見積り価格で除算することにより、量を計算し、端株が存在する場合には、注文量を
株全体の次の数に切上げることをさらに含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記プロセッサが前記証券取引注文を集計するステップは、前記プロセッサが、注文番
号、売買指標、証券記号および集計された取引注文の種類を用いて、各証券に関する証券
取引注文を生成することをさらに含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記方法は、前記プロセッサが、所与の周期的投資サイクルの間、前記集計された取引
注文をサードパーティの決済機関に提出することをさらに含む、請求項１に記載のシステ
ム。
【請求項２５】
　前記方法は、前記プロセッサが、電子レポートで、手動による介入を必要とする保留さ
れている証券取引注文を識別することをさらに含む、請求項１に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（背景）
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（発明の分野）
本発明は、概して、投資家が証券取引を実行することを可能にするシステムおよび方法に
関し、具体的には、複数の投資家を集計し、証券取引に関する注文の集計を生成するシス
テムおよび方法に関する。
【０００２】
（関連技術の説明）
現在、平均的な投資家は、株式または普通株、債務証書、投資信託、年金、金融派生商品
および他の商業証券など、商業証券の購入に参加する機会を有する。概して、平均的な投
資家は、商業証券を購入するために、標準的な仲介サービスまたはオンラインの取引仲介
サービスのいずれかを用いる選択肢を有する。
【０００３】
投資信託は投資家の間で人気がある。なぜならば、投資信託が専門的に管理され、費用効
果のある金融資産を合理的に分散投資することが可能だからである。投資信託は、最も簡
単な形態において、概して、一人以上の資金管理者によって選択され、管理される、一連
の個々の商業証券（通常、株式および債務証書）を含む。投資家は、投資信託から株を購
入して利子（ｉｎｔｅｒｅｓｔｓ）を得る。これは概して、資金の複数の株数（資金の端
株（ｆｒａｃｔｉｏｎｓ）を含む）に反映される。しかし、投資家は、投資信託を含む個
々の商業証券（例えば、株式および債務証書）を取引しなかったり、選択しなかったりす
る場合もある。さらに、投資家は、投資信託による商業証券の購買および売却の時期を制
御しない場合があるため、商業証券が投資信託内で購買および売却される場合に望ましく
ない課税が生じ得る。
【０００４】
例えば、高利回りの商業証券の取引またはトランザクションを資金に実行する投資信託に
より、概して、関与する証券の税金の属性およびトランザクションの特性に応じて課税対
象となり得る配当が生成される。これらの課税対象となり得る配当により、資金に課され
る純タックスゲイン（ｔａｘ　ｇａｉｎ）が生成され、この結果、資金に参加する投資家
に課される。この結果、個々の投資家が特定の税金年の間、資金において任意のトランザ
クションに関わらなくとも、投資家は資金管理者の活動から得られた税金のタックスゲイ
ンが課せられる。
【０００５】
投資信託のこれらおよび他の制限および欠点により、多くの投資家は、金融証書に一部ま
たはすべてを投資したり、仲介サービスを直接介した他の投資を好む。現在、仲介サービ
スには一般的に二つの種類：従来の仲介サービスおよびオンラインまたはインターネット
仲介サービスがある。
【０００６】
従来の仲介サービスにより、商業証券を選択する際に支援して、購入することを可能にす
る許可を有する仲介業者を用いたり助言を得ることが可能になる。しかし、これは通常、
あまり裕福でない一般的な投資家にとって費用効果がない。なぜならば、従来の仲介サー
ビスのサービス料金が、特により少ない証券の購入に対して、高い傾向にあるからである
。例えば、月々＄１、０００を、四つの会社の普通株間で均等に割って投資することを所
望する投資家は、このような取引それぞれに対して＄１００より高い従来の仲介サービス
料金を支払う必要がある場合があり、月々の＄１、０００の投資が＄６００より少ない額
に減少してしまう。小額の投資家に対する従来の仲介サービスのさらなる欠点は、任意の
所与の株の最低株数を（トランザクション当たり１００株単位で）購入することが一般的
に必要なことである。これにより、徐々に分散された金融資産を効率的に蓄積する可能性
がさらに制限される。
【０００７】
オンラインまたはインターネットの仲介サービスによって、概して仲介業者によって支援
されないトランザクションに対してずいぶん安い料金を課し、投資家が所望の任意の全配
分額において個々の株券の株を購入することを可能にすることによって、上述の効率の悪
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さが一部解決したり緩和してきた。例えば、投資家は、一組の特定のトランザクション料
金に対して特定の株のうちの一株、十株または任意の株数を購入することが可能である。
オンラインの仲介業者による取引が「リアルタイム」ベースで個々に実行されるため、各
トランザクションに対して課せられる料金は、依然、個々の取引のわりに非常に高い場合
がある。この個々の取引は、一部のパターンとして、時間とともに投資が徐々に減少して
いく。例えば、月々＄４００のみを投資し、四つの会社の株の間で投資を分割することを
所望する投資家を考えられたい。取引のごとにトランザクション料金が＄１０のみという
大幅に値引きされた料金であっても、投資家は、依然、株ごとに１０％（投資に対する投
資家の収益に劇的に影響を与えるだけに十分に大きな率）の手数料を支払う。
【０００８】
投資家は、蓄積に対して選択された株券を限られた数だけ購入するようにされ得るか、ま
たは大きなブロックをより少ない頻度で投資してトランザクション料金を低く保つことが
必要であり得る。金融資産を分散投資して取得する可能性が著しく減少し得る。
【０００９】
投資家が、周期的なトランザクションにおいて、投資システムのオペレータにとって経済
的に実行可能であるように非常に低い料金で、種々の選択に富んだ商業証券を購入するこ
とを可能にするより効率的な投資システムが必要である。
【００１０】
（要旨）
本発明の一目的は、証券注文指示を集計して、証券取引を実行するシステムおよび方法を
提供することである。
【００１１】
本発明の別の目的は、証券注文指示を集計して、投資家が特定の証券における投資額を制
御することを可能にする投資計画を上記投資家が生成すること可能にするシステムおよび
方法を提供することである。
【００１２】
本発明のさらに別の目的は、証券注文指示を集計して、投資家が投資されるべき資金源を
選択することを可能にするシステムおよび方法を提供することである。
【００１３】
本発明のさらに別の目的は、証券注文指示を集計して、投資家に投資の頻度、投資額およ
び投資の種類を選択する柔軟性を提供するシステムおよび方法を提供することである。
【００１４】
本発明の別の目的は、証券注文指示を集計して、投資家がリアルタイムまたはトランザク
ションサイクルの一部として証券を購買および売却することを可能にするシステムおよび
方法を提供することである。
【００１５】
本発明のさらなる目的は、投資家を集計して、各投資家が自身の口座をオンラインでセッ
トアップすることを可能にするシステムおよび方法を提供することである。
【００１６】
本発明のこれらおよび他の目的は、複数の投資家が証券取引を実行することを可能にする
投資システム内で達成される。
【００１７】
上記システムは、複数の通信リンクを介して上記複数の投資家と電子通信するプロセッサ
を含む。上記プロセッサは、各投資家から注文指示を受信し、上記複数の投資家からの証
券取引指示を集計して複数の各証券のそれぞれに関する取引注文の集計を生成し、上記複
数の投資家の代わりに集計された上記取引指示を実行する集計ルーチンを含む。上記プロ
セッサは、取引注文の集計に対する手数料を計算して、各証券に関する取引を集計する際
に利用可能な集計された投資額から上記計算された手数料を差し引くルーチンをさらに含
む。格納システムは、各集計された取引注文に関する情報を格納および配信を行う上記プ
ロセッサに接続される。
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【００１８】
本発明の別の実施形態において、投資システムにより、複数の投資家が証券取引を実行す
ることが可能になる。上記システムは、複数の通信リンク、および上記複数の通信リンク
を介して上記複数の投資家と電子通信するプロセッサを含む。上記プロセッサは、上記複
数の投資家の各人から注文指示を受信し、上記複数の投資家からの証券取引指示を集計し
て証券に関する取引注文の集計を生成し、上記複数の投資家の代わりに集計された上記取
引を実行する集計ルーチンを含む。上記プロセッサは、投資家の口座をセットアップし、
各投資家に関する投資家取引指示を実行する投資家口座セットアップルーチンをさらに含
む。格納システムは、各集計された取引注文に関する情報を格納および配信を行う上記プ
ロセッサに接続される。
【００１９】
本発明の別の実施形態において、投資システムにより、複数の投資家が証券取引を実行す
ることが可能になる。プロセッサは、複数の通信リンクを介して上記複数の投資家と電子
通信する。上記プロセッサは、各購入された証券の端株を各投資家の集計された取引注文
の一部に基づいて投資家の口座に割当てるルーチンを含む。上記端株は、上記集計された
取引注文のうち各投資家がドル建てで負担する比率に基づいて決定される。格納装置は、
各集計された取引注文に関する情報の格納および配信を行う上記プロセッサに接続される
。
【００２０】
本発明の別の実施形態において、投資システムは、複数の通信リンクを介して複数の投資
家と電子通信するプロセッサを含む。上記プロセッサは、上記複数の投資家の各人から注
文指示を受信し、上記複数の投資家からの証券取引指示を集計して証券に関する取引注文
の集計を生成し、上記複数の投資家の代わりに上記集計された取引指示を実行する集計ル
ーチンを含む。格納システムは、各集計された取引注文に関する情報の格納および配信を
行う上記プロセッサに接続される。通信リンクは、セカンドパーティによって操作される
電子ユーザインターフェースに上記投資システムを接続する。上記セカンドパーティのユ
ーザインターフェースは、上記投資システムのユーザインターフェースに少なくとも部分
的にオーバーレイして、改変された投資システムユーザインターフェースを生成する。
【００２１】
本発明の別の実施形態において、複数の個人投資家が、ドルベースの額の証券の周期的取
引を一度実行するかまたは繰返し実行することの計画を立てることを可能にする証券投資
システムが提供される。プロセッサは、複数の通信リンクを介して上記複数の投資家と電
子通信する。上記プロセッサは、顧客口座セットアップおよび編集モジュール、投資計画
セットアップおよび編集モジュール、上記複数の投資家の各人からの投資注文指示を受信
する投資日程計画ルーチン、および上記複数の投資家から証券取引指示を集計して、注文
指示が受信された上記投資システムによって提示された各証券取引指示の集計を生成し、
上記複数の投資家の代わりに上記取引注文の集計を実行する取引集計モジュールを含む。
投資家によって上記プロセッサに提供されたデータに関する報告、ならびに投資家のトラ
ンザクションに関するデータの受信、整理および提供を行う格納および報告モジュールが
含まれる。
【００２２】
本発明の別の実施形態において、共ブランド投資システムの方法が提供される。複数の通
信リンクを介して複数の投資家と電子通信するプロセッサを含む投資システムが提供され
る。上記プロセッサは、上記複数の投資家の各人から注文指示を受信し、上記複数の投資
家からの証券取引指示を集計して証券に関する取引注文の集計を生成し、上記複数の投資
家の代わりに上記取引指示の集計を実行する集計ルーチンを含む。格納システムは上記プ
ロセッサに接続される。上記格納システムは、各取引注文の集計に関する情報の格納およ
び配信を行う。上記投資システムは、投資ユーザインターフェースを含む。銀行、信用組
合、ウェブポータル（ｗｅｂ　ｐｏｒｔａｌ）、会員制度による機関、または他のエンテ
ィティなどのセカンドパーティによって操作される電子ユーザインターフェースに上記投
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資システムを接続する通信リンクが提供される。上記セカンドパーティのユーザインター
フェースは、上記第一の投資システムのユーザインターフェースに少なくとも部分的にオ
ーバーレイする。上記セカンドパーティに関連付けられたロゴ、商標または他の特徴を含
み、上記投資システムのすべてまたは特定の特徴および機能も保持する、改変された投資
システムユーザインターフェースが生成される。
【００２３】
本発明の別の実施形態において、証券取引を実行する方法は、認定されるべき口座および
投資指示を決定する。トランザクションの集計は、類似の投資指示を集計することにより
生成される。上記集計されたトランザクションに関する注文が生成される。上記集計され
たトランザクションに関する手数料が計算される。次いで、上記注文が実行される。
【００２４】
本発明の別の実施形態において、証券取引を実行する方法が認定されるべき口座および投
資指示を決定する。集計されたトランザクションは、類似の投資指示を集計することによ
り生成される。上記集計されたトランザクションに対する注文が生成される。次いで、上
記注文が実行される。各購入された証券の一部分は、各投資家の集計された取引注文の一
部に基づいて投資家の口座に割り当てられる。
【００２５】
（好適な実施形態の詳細な説明）
図１および以下の説明は、本発明が実現され得る適切なコンピューティング環境の通常の
説明を提供することを意図する。必ずしも必要ではないが、本発明の一実施形態を、プロ
グラムモジュールなどのコンピュータで実行可能な指示の通常のコンテキストにおいて説
明する。概して、プログラムモジュールは、特定のタスクを実行したり、特定の抽象デー
タの種類を実現する、ルーチン、プログラム、オブジェクト、コンポーネント、データ構
造などを含む。
【００２６】
さらに、当業者であれば、手持ち式のデバイス、マルチプロセッサシステム、マイクロプ
ロセッサベースまたはプログラム可能な消費電子製品、通信デバイス（例えば、従来の電
話、携帯電話またはウェブによって可能になる電話）、ネットワークＰＣ、ミニコンピュ
ータ、メインフレームコンピュータなどを含む他のコンピュータシステム構成を用いて、
本発明が実施され得ることを理解する。本発明は、タスクが通信ネットワークを介してリ
ンクされた遠隔処理デバイスによって実行される、分散されたコンピューティング環境に
おいても実施され得る。分散されたコンピューティング環境において、プログラムモジュ
ールは、ローカルメモリ格納デバイスと遠隔メモリ格納デバイスとの両方に設けられ得る
。
【００２７】
図１に図示するように、例示の汎用コンピューティングシステムは、処理ユニット１２、
システムメモリ１４、およびシステムメモリ１４を含む種々のシステムコンポーネントを
処理ユニット１２に接続するシステムバス１６を含む、従来のパーソナルコンピュータ１
０などを含み得る。システムバス１６は、メモリバスまたはメモリ制御器、周辺バス、お
よび種々のバスアーキテクチャのうちのいずれかを用いたローカルバスを含む、いくつか
の種類のバス構造のいずれかであってよい。システムメモリ１４は、リードオンリーメモ
リ（ＲＯＭ）１８およびランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）２０を含み得る。パーソナル
コンピュータ１０内の要素間で情報を転送することを支援する基本入力／出力システム２
２（ＢＩＯＳ）は、ＲＯＭ１８内に格納され得る。
【００２８】
パーソナルコンピュータ１０は、ハードディスク（図示せず）から読み出し、ハードディ
スクに書き込むハードディスクドライブ２４、取り外し可能な磁気ディスク２８から読み
出し、取り外し可能な磁気ディスク２８に書き込む磁気ディスクドライブ２６、およびＣ
Ｄ－ＲＯＭや他の光媒体などの、取り外し可能な光ディスク３２から読み出し、取り外し
可能な光ディスク３２に書き込む光ディスクドライブ３０をさらに含み得る。ハードディ
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スクドライブ２４、磁気ディスクドライブ２６および光ディスクドライブ３０はそれぞれ
、ハードディスクドライブインターフェース３４、磁気ディスクドライブインターフェー
ス３６および光ドライブインターフェース３８によって、システムバスに接続され得る。
ドライブおよびこれに関連付けられたコンピュータで読み出し可能な媒体は、パーソナル
コンピュータ１０用のコンピュータで読み出し可能な指示、データ構造、プログラムモジ
ュールおよび他のデータの不揮発性の記憶装置を提供する。
【００２９】
本明細書に記載される例示的な実施形態が、ハードディスク、取り外し可能な磁気ディス
ク２８および取り外し可能な光ディスク３２またはこれらの組み合わせを用い得るが、例
えば、磁気カセット、フラッシュメモリカード、デジタル映像ディスク、ベルヌーイのカ
ートリッジ、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）など
のコンピュータによってアクセス可能なデータを格納し得る他の種類のコンピュータで読
み出し可能な媒体も、例示のオペレーティング環境で用いられ得ることが当業者によって
理解されるべきである。
【００３０】
オペレーティングシステム４０、一つ以上のアプリケーションプログラム４２、他のプロ
グラムモジュール４４およびプログラムデータ４６を含む複数のプログラムモジュールは
、ハードディスク、磁気ディスク２８、光ディスク３２、ＲＯＭ１８またはＲＡＭ２０上
に格納され得る。ユーザは、キーボード４８およびポインティングデバイス５０などの入
力デバイスを介して、パーソナルコンピュータ１０内にコマンドおよび情報を入力し得る
。他の入力デバイス（図示せず）は、マイクロホン（単数または複数）、ジョイスティッ
ク、ゲームパット、衛星ディスクまたはスキャナなどを含み得る。これらおよび他の入力
デバイスは、しばしば、システムバス１６に接続されたシリアルポートインターフェース
５２を介して処理ユニットに接続されるが、パラレルポート、ゲームポートまたはユニバ
ーサルシリアルバス（ＵＳＢ）などの他のインターフェースによって接続されてもよい。
モニタ５４または他の種類の表示デバイスも、ビデオアダプタ５６などのインターフェー
スを介してシステムバス１６に接続され得る。モニタ５４に加え、パーソナルコンピュー
タは、通常、スピーカおよびプリンターなどの他の周辺出力デバイス（図示せず）を含み
得る。
【００３１】
パーソナルコンピュータ１０は、遠隔コンピュータ５８などの一つ以上の遠隔コンピュー
タへの論理接続を用いて、ネットワーク化された環境において動作し得る。遠隔コンピュ
ータ５８は、別のパーソナルコンピュータ、サーバ、ルータ、ネットワークＰＣ、ピアデ
バイスまたは他の一般的なネットワークノードであってもよく、通常、パーソナルコンピ
ュータ１０に比べて、多いまたはすべての上述の要素を含む。しかし、図１には記憶デバ
イス６０のみを図示する。図１に示す論理接続は、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ
）*５１および広域エリアネットワーク（ＷＡＮ）６２を含む。このようなネットワーク
化環境は、オフィス、企業内に広がるコンピュータネットワーク、イントラネットおよび
インターネットにおいて一般的である。
【００３２】
ＬＡＮネットワーク化環境において用いられる場合、パーソナルコンピュータ１０は、ネ
ットワークインターフェースまたはアダプタ６４を介してＬＡＮ*５１に接続される。Ｗ
ＡＮネットワーク化環境において用いられる場合、パーソナルコンピュータ１０は、通常
、インターネットなどの、広域エリアネットワーク６２を介して通信を確立するモデム６
６または他の手段を含む。モデム６６（内蔵でも外付けであってもよい）は、シリアルポ
ートインターフェース５２を介してシステムバス１６に接続される。ネットワーク化され
た環境において、パーソナルコンピュータ１０またはその一部に対して書かれたプログラ
ムモジュールは、遠隔記憶デバイス内に格納され得る。図示するネットワーク接続は例示
であり、コンピュータ間で通信リンクを確立する他の手段が用いられ得ることが理解され
る。
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【００３３】
異なる要素またはコンポーネントを、一般的なコンピューティング環境に含んだり、一般
的なコンピューティング環境から排除したり、そうでない場合には組み合わして、上掲の
特許請求の範囲内に規定されるような本発明の概念および教示を実現し得ることがさらに
理解される。
【００３４】
上述したように、上述の汎用コンピュータは、コンピュータネットワークの一部として配
置され得る。概して、上述の説明は、ネットワーク環境において配置されたサーバコンピ
ュータおよびクライアントコンピュータの両方に適用される。図２は、本発明が用いられ
得る例示のネットワーク環境を示す。図２に図示するように、複数のサーバ６８ａ、６８
ｂなどは、通信ネットワーク７０（ＬＡＮ、ＷＡＮ、イントラネットまたはインターネッ
トであり得る）を介して、複数のクライアントコンピュータ１０ａ、１０ｂ、１０ｃなど
と相互接続される。通信ネットワーク７０が例えばインターネットであるネットワーク環
境において、サーバ６８は、クライアント７２が、例えば、ハイパーテキスト転送プロト
コル（ＨＴＴＰ）など、複数の公知のプロトコルのうちのいずれかを介して通信するウェ
ブサーバであり得る。各クライアントコンピュータ１０にブラウザ７４を備えて、サーバ
６８およびクライアントアプリケーションソフトウェア７６へのアクセスを得てもよい。
図２の実施形態に示すように、サーバ６８ａは、動的データベース７８を含んでも、動的
データベース７８に接続されてもよい。
【００３５】
図示するように、データベース７８は、データベース７８内に格納されたアイテムに関す
る情報を含むデータベースフィールド７８ａを含み得る。例えば、データベースフィール
ド７８ａは、種々の方法でデータベース内に構築され得る。フィールド７８ａは、リンク
されたリスト、多次元データアレイ、またはハッシュ表などを用いて構築され得る。これ
は、概して、実現の容易さ、空きメモリ量、格納されるべきデータの特性、およびデータ
ベースが、頻繁に書き込まれることが多いかまたは逆にほとんどの場合読み出されるのか
といったことに基づいた設計上の選択である。総称（ｇｅｎｅｒｉｃ）フィールド７８ａ
を左側に示す。図示するように、フィールドは、概して、ＩＤ、ヘッダーサブフィールド
、アイテムサブフィールドの種類、特性を含むサブフィールドなど、フィールドに関連付
けられた種々の種類の情報を含むサブフィールドを有する。これらのデータベースフィー
ルド７８ａは、例示を目的としてのみ示し、上述したように、データベース内のデータ格
納装置の特定の実現が好みによって大きく変化し得る。
【００３６】
したがって、本発明は、ネットワークにアクセスし、ネットワークと双方向通信を行うク
ライアントコンピュータと、クライアントコンピュータと双方向通信を行い、在庫フィー
ルドが格納されたデータベースと通信するサーバコンピュータとを有するコンピュータネ
ットワーク環境において用いられ得る。ここで、好適な実施形態に関して、本発明をより
詳細に説明する。
【００３７】
ここで、図３Ａおよび図３Ｂを参照して、本発明の一実施形態は、複数の投資家が、証券
取引、および株、債務証書、投資信託、選択売買権、株価指数資金（ｓｔｏｃｋ　ｉｎｄ
ｅｘ　ｆｕｎｄｓ）、商品、貴金属などを含む、他の投資手段を実行することを可能にす
る投資システム８０である。システム８０は、投資家に対して複数の異なる活動を実行す
るように構成される。これらの活動は、口座のセットアップおよび一回および繰返しのト
ランザクション指示を受信したり、アクティブな投資指示に関するアクティブな投資計画
を評価したり、アクティブな投資指示を用いてアクティブな投資家の口座の取引実施日の
貸方残高を計算して、十分な資金が利用可能であることを保証したり、各アクティブな投
資指示に関する手数料を計算して、この額を差し引いて、純投資額を決定したり、証券ま
たは他の証書によって、所与のトランザクションサイクルに参加するすべての投資家の純
投資指示を集計したり、サードパーティの見積もりサービスと相互通信して、各証券に関
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する見積もり価格を得たり、受信された見積もりに基づいて購入される各証券または他の
証書の額を計算したり、サードパーティの証券決済会社と相互通信して、注文の集計を実
行したり、すべてのこのようなトランザクションを詳述する報告を受信して処理したり、
各証券の株数または他の証書（これらの端株を含む）を、この証券の購入の集計のうちの
この投資家の負担に直接比例させて各投資家に割り当てたり、および、このようなトラン
ザクションすべてに関する情報を格納および報告することを含む（但し、これらに限定さ
れない）。
【００３８】
システム８０は、複数の通信リンク８２、および複数の通信リンク８２を介して複数の投
資家と電子通信するプロセッサ８４を含む。システム８０によって実行される通信、文書
および職務はオンラインで実行される。すべての文書は、システム８０によって、投資家
の個人の口座に送信される。送達された場合、投資家は、ＷＡＮ、ＬＡＮ、パケット交換
ネットワークおよびインターネットなどを介して投資家と通信するシステム８０に個人の
電子メールまたは他の手段の電子通知による送達が通知される。
【００３９】
図３Ａに示すシステムインターフェース８６を介して、投資家は口座を開設したり閉じた
り、アカウント情報を取得して管理したり、注文指示を入力したり、繰返し投資計画を立
てたり、口座に資金を提供したり、現金の支払いをリクエストしたり、顧客サービスを得
たり、リサーチを行ったり、またはシステム８０と相互通信したり、システム８０から情
報を取り出す。
【００４０】
システム８０は、投資家の口座に関するアクティブ投資計画および指示を得るモジュール
を含む。投資家計画は、一つ以上の個々の投資指示を含んで、一回の投資を行ったり、繰
返しトランザクションを含む投資計画を立てたりする。投資家は、証券リストから選択し
、システム８０’のデータベースからの他の投資を選択して、一つ以上の株または投資商
品に投資し得る。繰返しトランザクションに関する投資計画を立てるために、トランザク
ションの種類（例えば、購買または売却）、証券（単数または複数）、または購買または
売却される他の投資（単数または複数）、ドル額または株数または単位数（ｎｕｍｂｅｒ
　ｏｆ　ｕｎｉｔｓ）、週ごと、月二回ごと、月ごとまたは何らかの他の間隔などの投資
の日程計画、システムに配当金を自動的に再投資させるか否かなどを含む、投資指示を生
成することによって、投資家は、各投資の額およびタイミングを決定する。
【００４１】
投資家は、特定の証券の株券を売却せず、他の投資指示に影響を与えずに、任意の個々の
投資指示を保留にしたり排除したりすることが可能である。さらに、投資家は、投資サイ
クル間の任意の時期に特定の証券または他の投資商品に関する投資指示を修正して、配当
金の再投資を開始したり停止したりし得る。
【００４２】
図４のフローチャートに示すように、プロセッサ８４は、個人識別情報および各投資家の
口座に関するトランザクション情報、ならびにシステムが不正に用いられることを防ぐよ
うに設計された一意的な投資家のパスワード情報を格納および整理する口座管理ルーチン
を含み得る。プロセッサ８４は、口座の計算書、トランザクション通知、販売促進情報お
よび他の連絡を投資家に送達する電子文書送達システムも含み得る。
【００４３】
システム８０は、電子資金供給ルーチンを含み得る。電子口座資金供給ルーチンは、シス
テムによって受信された資金を投資家の口座に貸方記入する経理および信用転記ルーチン
を含む。投資家は、小切手、電信為替、給与総額、口座振込、または自動支払処理装置ト
ランザクション、あるいは、任意の他の電子資金振替手段によって、投資口座に資金供給
し得る。
【００４４】
システム８０は、投資家がアクティブな投資指示を有する各トランザクションサイクルの
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直前に、投資家から資金を取得する自動処理を提供する。システム８０は、予定された間
隔で、以下のような、投資家の口座への資金の振替をリクエストする。次のサイクル用に
予定されている任意のアクティブな一度限りのＡＣＨリクエストまたはアクティブな投資
家計画は、ＡＣＨ処理に対して選択される。資金供給源として自動銀行引き落とし（ａｕ
ｔｏｍａｔｉｃ　ｂａｎｋ　ｗｉｔｈｄｒａｗａｌ）を有する投資家計画のみが、ＡＣＨ
処理用に選択される。プロセスは、ＡＣＨリクエストのＡＳＣＩＩファイルを作成する。
このファイルは、引き続いて、銀行に伝送されたり、システム８０によって選択された他
のサードパーティに伝送される。投資家の預金勘定に貸方記入する未清算の仕訳記入（ｐ
ｅｎｄｉｎｇ　ｊｏｕｒｎａｌ　ｅｎｔｒｙ）は、銀行に伝送されるＡＣＨファイル内の
各記録用に生成される。一度限りのＡＣＨリクエストは、ファイル内への一度の記入およ
び顧客の預金勘定に貸方記入する一度の準備段階の仕訳記入（ｐｒｅｌｉｍｉｎａｒｙ　
ｊｏｕｒｎａｌ　ｅｎｔｒｙ）に対応する。投資家計画のすべての証券のうちの全ドル額
（ｔｏｔａｌ　ｐｌａｎ　ｄｏｌｌａｒｓ）は、ＡＣＨファイル内への一度の記入、およ
び顧客の預金勘定に貸方記入する一度の準備段階の仕訳記入に対応する。次いで、銀行は
、システム８０’の銀行口座に集計されたドル額（前営業日に銀行に伝送されたＡＣＨフ
ァイル内に反映されている）が貸方記入されたことをシステムに通知する。未清算の仕訳
記入は、仲介業者システム内に掲示されて、個々の投資家の口座内の貯金を反映する。こ
こで、投資家は、次のトランザクションサイクルを介した財政投資に対する資金繰りを確
立する。
【００４５】
図５のフローチャートを参照して、トランザクションサイクルは所定の時間に開始される
。システム８０は、現在の日／時間とシステム８０のカレンダーのサイクルとを継続的に
比較する。システムの比較ルーチンがトランザクションサイクルが開始すべきことを識別
した後、システム８０は、繰返しトランザクションエンジンログを再検討して、現在のサ
イクルに対するエントリーが存在しないことを確認する。システムのこの実施形態におい
て、ログエントリーが現在のサイクルをすでに開始したことを示す場合、システム８０が
システムオペレータにリクエストを中止するプロンプトを送信する。一方、このようなエ
ントリーが発見されない場合、システム８０は、選択されたサイクルを開始するリクエス
トの確認を求める。システムのこの実施形態において、システムオペレータはリクエスト
を確認し、システム８０は、開始された際にサイクルを登録し、システムの繰返しトラン
ザクションエンジンが開始される。サイクルは立会時間のみ動作し得る。図６は、システ
ム８０の繰返しトランザクションエンジンを示すフローチャートである。
【００４６】
トランザクションサイクルが開始した後、システム８０は、投資家日程計画指示を評価し
て、このサイクルに参加するすべての投資家を識別する。システム８０は、仲介手数料決
済システムからアクティブな投資計画を得る。システム８０は、現在のサイクルの間です
でに処理されている任意のアクティブな計画を捨てる。各アクティブな投資指示に関して
、システム８０は、日程計画基準が満たされたか否かを判定する関連付けられた日程計画
指示を評価する。日程計画基準が満たされていない場合、システム８０は、次の指示を評
価する。日程計画基準が満たされている場合、システム８０は、純投資額を計算する。指
示のうちのいずれかに関する純投資額が不十分である場合（例えば、＄１．００より少な
い場合）、システム８０は、「不十分な純投資」ルーチンに進む。不十分な純投資ルーチ
ンは、不足投資指示を記録し、電子通知を投資家に送信する。
【００４７】
システム８０は、次いで、アクティブな投資指示を有する各口座の取引実施日の貸方残高
を計算する。口座がこのような指示に対して十分な貸方残高を有さない場合、システム８
０は「不十分な貸方残高」ルーチンに進む。
【００４８】
システム８０は、次いで、それぞれのアクティブな投資指示に対する手数料を計算する。
図７は、システム８０が、いかに手数料日程計画を検査し、いかに口座および投資指示に
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適用可能な手数料を返すかを示すフローチャートである。システム８０は、特定の口座お
よび投資指示に関連付けられた手数料を計算して、特定の口座に適用可能であり得る任意
の特別な販売促進コードを含む仲介手数料決済システム内の手数料日程計画データを参照
するのみによって、口座に関連付けられた手数料のうちで超過の（ｏｖｅｒｒｉｄｅ）手
数料があるか否かを判定する。各投資指示にしたがって投資された額は、純投資額に達す
るために利用可能な手数料分だけ減らされる。
【００４９】
ここで図８のフローチャートを参照して、認定されるべき個々のトランザクションが識別
された後、システム８０は、注文集計および以下の工程からなる実行ルーチンを開始する
。
【００５０】
第一に、システム８０は、実行指示の種類（購買または売却）および証券によって認定さ
れたトランザクションを分類し、指示の種類および証券によって純投資ドルを集計する。
【００５１】
第二に、図９が示すように、システム８０は、購入される各証券に対する価格見積もりの
リクエストを提出する。
【００５２】
第三に、購入される各証券の株数が、投資されるドル額をサードパーティの価格見積もり
サービスから受信された見積もり価格で除算することによって計算される。株数が計算さ
れた後に端株が生じた場合、システム８０は、購入される証券の株数を、切り上げ、切り
下げ、または証券の数を調整する何らかの他の手段のいずれかによって、何らかの整数に
調整する。端株切り上げは、集計された投資額に現金をさらに提供する投資システムのオ
ペレータを必要とする。これにより、システムオペレータが、負担額に応じて購入された
株券の端株を有するようになる。
【００５３】
第四に、システム８０は、仲介手数料決済システムに注文の集計それぞれを提出し、証券
決済会社または他の適切な供給業者に対する注文を準備する。図１０は、市場注文を準備
するプロセスを示すフローチャートである。システム８０は、仲介手数料決済システムか
ら注文番号を取得する。注文は、注文番号、購買または売却指標、証券記号および注文の
種類を用いて生成される。
【００５４】
第五に、集計された注文は、証券決済会社に送信されて実行される。これが終了した後、
決済会社は、システム８０に価格、トランザクションの時期、実行される市場および識別
注文番号を含む実行報告を提供する。システム８０は、人間による介入を必要とする保留
にされた注文を識別する。
【００５５】
プロセッサ８４に接続された格納システム８８は、各取引注文の集計に関する情報を受信
および格納する。システム８０は、集計された購買額のうちのこのような投資家の投資額
に基づいて、購買の集計に参加する各投資家に割り当てられた証券の購買の集計のそれぞ
れから株数（この端株を含む）を計算する。
【００５６】
システム８０は、取得または売却された株数または他の投資を、実行価格情報と共に各投
資家に報告する。購買の集計の場合、プロセッサ８４は、一つ以上の取引が注文の集計を
満たすために必要である場合に、取引注文の購買価格の集計を平均化する。
【００５７】
株価は、必要な株数および実際の購買を計算するためにかかる時間の間変化するため、９
５０の株券の注文は、十分でなかったり、多すぎたりし得る。したがって、投資家の指示
が十分に実行されなかったり、仲介業者がＡＢＣの株口の取得をカバーしなければならな
いというリスクがある。これらのリスクは、システム８０によって減少され得る。
【００５８】
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一実施形態において、システム８０は、端株処理された商の大部分（すなわち、９５０の
８０％＝７６０）に対して、サードパーティの決済会社に注文を提出する。システム８０
は、利用可能な元の資金（すなわち、＄９、５００）から購入された株数を差し引いた後
の、投資にとって利用可能な残りのドルを計算する。例えば、７６０の株券が実際に＄９
．５０で購入された場合、＄７、２２０のみが実際には用いられている。したがって、残
りの＄２、２８０がまだ投資されるため、プロセスが繰り返される必要がある。任意の一
つの注文が複数の実行で満たされる場合、加重平均が価格に用いられる。
【００５９】
システム８０のソフトウェアは、第一の注文を含む株券の率が０パーセントから１００パ
ーセントまで変化し得、サイクル数も設定され得るように構成可能である。これらのオプ
ションにより、購買に利用可能な各証券に対する非常に粗視的な制御が容易になり、好ま
しくない株を大口で取得する仲介業者に関連するリスクが緩和される。
【００６０】
本発明の別の実施形態において、通信リンク８２は、システム８０をセカンドパーティに
よって操作される電子ユーザインターフェースに接続する。第一の投資システムのユーザ
インターフェースは、セカンドパーティのユーザインターフェースに少なくとも部分的に
オーバーレイして、改変された投資システムユーザインターフェースを生成する。
【００６１】
この実施形態において、システムは、種々のエンティティがこのメンバーが投資すること
を可能にすることを支援するアプリケーションとして提供される。システム８０は、共ブ
ランドまたは自家商標のドルベースの端株提供サービス（ｆｒａｃｔｉｏｎａｌ　ｓｈａ
ｒｅ　ｓｅｒｖｉｃｅ）として、「ホスト」機関に提供され得る。従業員、株主および顧
客、大学（学生、職員および卒業生用）のためのホスト機関は、商業銀行、信用組合、保
険会社、会員制度による機関、法人、クレジットカード発行会社、主な株式市場為替、団
体、消費者金融会社、税金申告業者、財政顧問、会社、代理人、サードパーティ管理者お
よび組合を含み得る（但し、これらに限定されない）。これらのエンティティは、サービ
スにうまく設けられて、その構成要素を保持する。
【００６２】
これにより、エンティティが、実際に仲介サービス自体を生成する責任を有さずに、各エ
ンティティの名称およびアイデンティティを目立つように表示した個別化されたシステム
８０の仲介サービスを提供することが可能になる。エンティティのロゴを表示する共ブラ
ンドまたは自家商標を提供することによって、システム８０は、エンティティの「ルック
アンドフィ－ル」を有する。
【００６３】
共ブランドは、以下の工程を終了することによって達成され得る。これらの工程は、
新たな共ブランドサイトを有するシステム１０’ｓ．ｃｏｍのＩＰアドレスと関連付けら
れたＤＮＳ記録を入力する工程と、
構成情報をウェブサーバのファイルシステム上に存在する構成ファイル内またはバックエ
ンドデータベース内に入力する工程と、
バックエンドデータベースを共ブランドサイトを介して取得された顧客をセカンドパーテ
ィに関連付けるように構成する工程と、
システム１０’ｓ．ｃｏｍのアプリケーションコードを、以前に指定された構成情報を用
いて、ウェブアプリケーションサーバに配置する工程とである。
【００６４】
図１１は、共ブランドの前のシステム８０からのユーザインターフェースであり、図１２
は、共ブランドシステム８０のユーザインターフェースである。顧客は、ＵＲＬをブラウ
ザ内に入力することによってシステム８０の共ブランド版を経験したり、パートナーのウ
ェブサイトからリンクを選択する。ウェブアプリケーションソフトウェアは、ＨＴＴＰ（
ハイパーテキスト転送プロトコル）を読み出す。リクエストヘッダーは、次いで、ユーザ
が関連付けられた共ブランドサイトがどれであるかを判定するために作成される。適切な
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されたウェブアプリケーションソフトウェアは、次いで、ＨＴＭＬをストリーミングし返
すことによってユーザに応答する。新たなユーザであって、口座が開設されている場合、
バックエンドデータベースが、ユーザと共ブランドとを永久に関連付け、パートナーが適
切に補償されることを保証する。共ブランドウェブサイトは、個別化されたＵＲＬを介し
てインターネット上でアドレス指定が可能である。普通の場合、ウェブサイトオペレータ
は、ウェブサイトのＩＰアドレスをＵＲＬにマッピングするＤＮＳサーバ内に記録を入力
する。要件は、ＩＰアドレスが一つ各ウェブサイトに必要であることである。ウェブサイ
トオペレータが、それぞれが個別化されたＵＲＬを有する多くのウェブサイトを操作する
ことを所望する場合、各ウェブサイトに一つのＩＰアドレスが必要である。
【００６５】
本発明の好適な実施形態の上述の説明を、例示および説明を目的として提示した。上述の
説明は網羅的であることを意図せず、本発明を開示された厳密な形態に限定することも意
図しない。多くの改変および変更が当業者にとって明らかであることは明白である。本発
明の範囲は、以下の特許請求の範囲およびこの均等物によって規定されることが意図され
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】　　図１は、本発明の投資システムに用いられるコンピューティング環境の一実
施形態を示す模式図である。
【図２】　図２は、図１のサーバを動的データベースに接続した図を示す模式図である。
【図３Ａ】　図３Ａは、本発明の投資システムの一実施形態の模式図である。
【図３Ｂ】　図３Ｂは、図３Ａの投資システムによって実現される全方法の一実施形態の
フローチャートである。
【図４】　図４は、本発明の口座管理ルーチンを示すフローチャートである。
【図５】　図５は、図３Ａの投資システムがいかにトランザクションサイクルを開始する
かを示すフローチャートである。
【図６】　図６は、図３Ａの投資システムの繰返しトランザクションエンジンによる集計
を示すフローチャートである。
【図７】　図７は、図３Ａの投資システムがいかに手数料を計算するかを示すフローチャ
ートである。
【図８】　図８は、図３Ａの投資システムによる投資ドルの集計を示すフローチャートで
ある。
【図９】　図９は、見積もり価格をリクエストすることを示すフローチャートである。
【図１０】　図１０は、図３Ａの投資システムによる注文の生成を示すフローチャートで
ある。
【図１１】　図１１は、共ブランドの前のシステム８０のユーザインターフェースである
。
【図１２】　図１２は、共ブランドのユーザインターフェースである。
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【図１】 【図２】

【図３Ａ】 【図３Ｂ】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】
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